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１． 研究課題 

3D プリンタは安価に任意形状の立体を創り出せることから、プラスチック造形物から精密な金属

試作品までが作製されており、広く世の中に浸透している。一方、申請者は、様々な方式の 3D プ

リンタを独自に開発してきた。生きた細胞を含む高精度な立体細胞組織の作製、他の方式よりも変

換効率が高い太陽電池の作製、プラスチックと金属から構成される複雑な立体の作製などの成果を

挙げており、3D プリンタの応用分野の拡張に貢献してきた。本プロジェクトでは、次世代 3D プリ

ンタの確立を主たる目的としている。この目的を達成するにあたり、第一期では「太陽電池のさら

なる高効率化」と「高効率で薄膜フレキシブルな太陽電池を搭載した住宅、車、ヘルスケアデバイ

スの社会導入の促進」を到達すべき目標として掲げている。本研究テーマはカーボンニュートラル

の中核的研究であり、世界的に注目されている。 

 

２． 主な研究成果 
２．１ 金属―プラスチックハイブリッド 3Dプリンタ 

 昨年度、光造形方式の 3D プリンタを活用し、金属とプラスチックから構成される立体（エレク

トロニクス）を作製するデモンストレーションを実施したが、今年度は、小型の推進エンジンやヘ

ルスケアセンサやアクチュエータなどへの応用を行った。これらの技術は、次世代ロボットの高機

能化に繋がると考えているので、さらなる発展を目指した研究を実施する予定である。 

 

２．２ 3D プリンタを活用した、革新的な建設型応急住宅の生産システムの開発 

 高口と梅津は、3D プリンタを活用して、全く新しい建設型応急住宅の生産システムの開発に取り

組み始めた。本研究テーマは、科研費基盤 B（2023 年度〜2025 年度）として採択された。様々な長

さ・形状の棒状部材はあるため、これらの棒状部材を繋ぐジョイント部を 3D プリンタによって作

製することによって、建設型応急住宅の生産が可能となる。また、棒状部材をスマホで撮影するこ

とによって、必要となるジョイント部の形状を決定する CAD ソフトの開発は容易なため、必要なプ

リントデザインを容易に得ることが可能である。その上で、公民館や学校にある 3D プリンタを活

用して、ジョイント部を生産することによって、災害時という緊急事態であっても、十分に対応可

能であると考えている。 



 

図 1 小型の推進エンジン（ACS omega 9 (1), 283-293 (2024).） 

 
図 2  3D プリントされたアクチュエータ(Discover Nano 19 (1), 45 (2024).) 
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５． 研究活動の課題と展望 
 新しい分野を開拓しており、様々な国際共同研究が今年度からスタートした。次世代の 3D プリ

ンタの基幹技術を開発すると共に、ハイレベルな研究成果をあげたいと考えている。 


